
日本語教育実習事例研究
次第に粗雑化していく上級段階の語句 ・表現の説明分析

丸 山 敬 介

1.事 例と事例を採取 した実習授業の概要

一般 に、実習生 は大変 な緊張状態 の中で実習 に臨むが、授業が進行 す るにつれ

て少 しずつ精神 的な余裕が生 まれ学習者や 自己の指導 を客観的に把握 す るように

なる。それは1回 の実習 の中で も連続す る複数の実習 において もいえ、不十分な

が らも学 習者の理解 の様子 を見 て自 らの指導技術の適否 を評価 ・判断 し、必要 に

応 じてその軌道修正 を施 す。 したが って、 開始 当初 よ り中盤か ら後半 にか けて客

観的に よ り適切で望 ましい指導 を してい くようになるのが普通である。 もちろん

学習者や学習項 目 ・実習生の性格 や興味 の持 ちようによって さまざまなケ ースが

実際に は起 こるが、大局 としてみれば、こ うした変化 は実習指導教師がそ して実

習生 自身が普通 に抱 く感想であ り、のみな らず彼 らが得 る一つの経験知 といって

よかろ う。

ところが、次 にあげ る2005年 に民 間の養成機 関で採取 した上級段 階 にお ける

精読の実習事例で は、そ うした過程 とは逆に、開始 か ら中盤辺 りまで は語句 の意

味や用法 を丹念 に取 り上げ学習者 と問答 を しなが ら適切 な情報 を提供 しているの

に もか かわ らず、開始後40分 を過 ぎたあた りか ら指導項 目として取 り上 げたこ

とが らは学習者 にとって既知である とい う明確 な根拠 のない前提 に立 ちが ち とな

り、意味 の説明 も粗雑で遺漏が多 く全体 として単調 な講 義調 の指導 になってい く

様子が観 察 され る。妥当性 を欠 く指導 はい ろい ろな形で実習授 業 に出現す るが 、

初級段 階では授業進行 の段階 に関係 な く指導項 目の説明の し方や練習 の させ方な

どの特性 に関連 して起 こるのに対 し、 こうした実習後半に行 くに したがって説明

が粗雑化 してい く現象 は中上級 ことに新聞記事 など生の教材 を使 った上級段 階に
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おい て散見 され、きわめて特徴 的であ る。本論は、その典型 的な例 として この事例

を取 りあ げ前半部分 と後半部分 とを比較す ることに よってその実態 を具体 的に明

らか にす るとともに、 それを踏 まえた今後の課題を検討 しよ うとい うものである。

分析 の前に、分析対象 と した実習授業の概 要 を述べ てお く。実習生 は企業退職

者で、 日本語指導 の経験 をほとんど持 っていないが、この指導 を行 うまで に日本

語の構造 的知識 ・日本語教育 の歴 史 と社会的背景 ・教授法(実 習に求め られ る具

体的 な技術 ・知識 など も含 む)な どの基本的知識 は学習済 みで、 さらに初 中級段

階 において複 数回の教壇実習 を行 ってい る。授業 は、成人 の外 国人4名 を対象 に

した クラス形態授業 であった。省略 した りスキ ップ した りせ ず、最初 の導入か ら

最後の発展 的な話 し合い などの活動 まで実習生一人で通 して受 け持 ち、実習 に要

した時間 は75分8秒 であ った。

教材 は、実習生 自らが新聞 などか ら800～1000字 程度の記事 を選 んで くること

を 旨と したが、本論で使 われたのは 『日本経済新聞』 に2005年 の4月 か ら7月

まで連載 された現代 のさまざまな労働者のあ り方 と働 くことの意味 を問いか けた

特 集記事のあ る回1)で、集 団就 職で東京 に出て きてパ ン屋 を開業 し今 日まで至 っ

た親 とその家業 を継 こうと決めた息子 を通 して、誇 りを持 って自分 の仕事 に向 き

あ う個 人事業主 の姿 を描いた ものである。以下の五部構成 をなす。

①集 団就職 の説明

②集 団就職 で新潟か ら出て来てパ ン屋 に勤 めた少年 の紹介

③独立 した少年 とその後の発展

④高校時代遊 びほ うけていた息子の、家業 を継 ぐ意志の表明

⑤集 団就職時代 とは価値観 が変わって しまった今 日の働 く意味の問いか け

2.指 導前半部分の妥当性の分析

次 のNo.1～45は 、実習 開始後7分38秒 か ら始 まった上記① の指導 である2)。

①集団就職の説明

No.T/S7:38

1

2

T
1

2

s1

「東京 世田谷区の桜 新町」。東京に世 田谷 ってい うところがあるね、ま

あ、だいたい 日本の中流 の、人 たちが一番住 んでる ところです けどね。

「50年前の1955年 、地方の中卒者」、「中卒者」って何です?

中学校卒業者 。
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3 T

1 そ うですね、中学校 を卒業 した人ね。

2 「を、受 け入れ る集団就 職」。S2さ ん、「集団就 職」ってわか ります?

3 「集 団」、 わか ります?集 団 って 、 わ か ります 。

4 S2 「集 団」 は、 み んな が 集 ま って … 。

5 T
1 そ うそ う。 そ うで す ね 、 ま、 グル ー プ。

2 「就職」 は?

6 S2 「就職 」は、簡単 にい えば仕事 に就 く。

7 T

1 そ うです ね、 「仕事 に就 く」。集団で仕事 に就 く制度 ですね。

2
「集団就職制度 を初 めて町 ぐるみで導入 した」。「ぐるみ」 ってわか り

ますか?「 町 ぐるみ」、S4さ ん。

8 S4 ・ ●・

9 T (S1に 向か って)わ か りますか。

10 Sl 「ぬい ぐるみ」の 「ぐるみ」

11 T あ 、 じゃな い で す ね 。(笑 い)S3さ ん 、 わ か ります?

12 S3 な んか 、 集 まっ て … 。

13 T

1
「町 ぐるみ」 とい うの は、町全体 ですね、「町 ぐるみで」。はい、町全

体がそ うい うことをした とい うね。

2

今 度、あ の、高校 野球 ってい うのが あ ります ね、8月 に。で、み ん

な、応援 しますね。「学校 ぐるみで応援す る」 とか ね。 その市 とか村

とか、村 ぐるみで応援す る場 合です ね。「ぐるみ」、全体 で応援す る、

ね。そういうときに、「ぐるみ」 とい うのを使 います ね。

3

でね、「集団就職」、「今か ら50年 前、集 団就職」。 ち ょっ と、見 え ま

すか。

(集団就職 の若者が 出発 す る地方 の駅、彼 らを出迎 え る東京 の駅 ・商

店の写真 、貼 って説明)

4

まあ、 これが 「集 団就 職制度」 ってい うもの です。 これ が20年 間、

1950年 か ら20年 間。だいたい、わか ってい ただけま したね、 どうい

うものか とい うムー ドが ね。

14 Sl 何 とな く、文化大革命 の写真 みたい。

15 T

1

だか らね、 日本 もこ うい うね、これ、頭 もおか っぱ頭 って いい ま して

ね。 こうい う時代 が あった んです よ。わか りま した?は い。 これ

が、それ を町 ぐるみで導入 したんです ね。

2

「最初 は人身売買か と疑 われてね」。「人身売買」。「人 身売 買」 って わ

か りますか?

S4さ ん、わか りますか。「人 身売買」。

16 S4 な ん とな く、 わか り ます 。

17 T

1

なん とな く、 わか ります?ま 、あの う、まあ、い わゆるね。お金 を

払 って人 を、 こう、売 り買いする ことをいいます ね。 「かと疑 われた」
とい うことは、間違 えられた とい うことですか らね。

2

「人身」 てい うことばは、 ま、 あん まり使わ ない んです けれ ども。普

段 よ く使 ってい るこ との中で はね、「人 身事故」 ってい うこ とばを よ

く使 いますね。「人 身事故」。
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S3さ ん、「人身事故」って聞いた ことあ ります か?

18 S3 問いたこ とあ りますけ ど。 「人身事故」…。

19 T

1

「人身事 故」。事故 です 。(「人身事故」板書)交 通事故 とか電車事故 と

か、事故 、起 こ します ね。 ぶつか った りとか。その ときに、人がぶつ

かって、事故 、起 こす。 これ、 「人身事故」。バイ クが、バ イク、オー

トバイが人 とぶつか って も 「人 身事故」。人 身事 故 をす る と、警察 は

非常 に厳 しいです よ。 こうい うとき、「人 身事故」。「人 身事 故」 とい

うのは、結構、ニ ュース とか新聞 なんかでは使 い ます。 「人 身」 って

い うのは、 これ ぐらいです ね。 ま、あんま り、あの、聞かない と思い

ます。 はい。

2
で、「当時 の商店 会長 で発 案者」。S4さ ん、「発 案者」 って わか りま

す?

20 S4 「発案者」?

21 T ええ、「発案者」。 「商店会長」、わか ります ね。 商店の会 長 さん。

22 S4 うん。

23 T 「発案」 てい うの は?

24 S4 「発 案 」 …。 そ の 、 初 め て 、 そ の … 。

25 T

1
そ うです。「案」ってアイデ ィアですね。考 えを、「発」ですか ら、発 し

ますか ら、考 えを初 めて発 した人ですね。この人が発案 した、考えた。

2
「菅沼元治86歳 は振 り返る」。

S2さ ん、 「振 り返 る」って どういうこと?「 振 り返る」ってわか ります?

26 S2 わ か ります 。 あ の 、 一 度 、 … 。 前 の こ とを、 思 い 出す 。

27 T

1

そ うです ね。実際 は、 こう、(後 ろを向いてみせ る)人 が こう、 こう

やって こう向 くのが 「振 り返る」ですが、それ を、逆 に、過去の こと

を見るの に 「振 り返る」 を使 います ね。

2
「新潟県 高田市、現上越 市の、職業安 定所 」。S3さ ん、「職業安 定所 」

わか りますか?

28 S3 職業 を、仕事 がある というこ と?

29 T 違 い ま す。 知 っ て ま す?S2さ ん 。

30 S2 職業 を紹介 する場所 。

31 T

1

そ うそ う。今、「ハ ローワー ク」ってい うね、横文 字 なんですね。そ

うそ う、 「ハ ロー ワー ク」。いわ ゆる、仕事 を紹介 して くれる所 です

ね。 もしくは、会社 の人 で したら、仕事の人をね、 どこどこ、 自分 は

何人 ほ しいんです けどっていって、いいに行 く所 ですね。

2

その、「職業安 定所 に頼 み込 んだ末、16人 を受 け入れ たのが 始 ま り

だ」。 この中で わか りに くい とこ、あ りますか。

いいですか、 だい たいわか りましたか?

3

それ ならね、 この 中でね、「末」 とい うのが 出て きます ね。「末」。 「頼

み込 んだ末」。「末」 とい うのは どうい う意味 かわか ります?

S1さ ん、 どうですか。

32 S1 わか りませ ん。

33 T 「何kの 末 」。
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34 Sl 結果?

そうですね。そ うです。(「～末」板 書)意 味 としては、 いろいろ した

1 後 で、 とうとう最後 に、 まあ、結果みたいな もんですね。いろい ろし

たんです。ですか ら、そ の結果 とい うような意味になるんですね。

ち ょっ とね、例 をあ げま しょうかね。(「いろいろ考 えた末、車 を買い

ま した。」板書)は い、わか ります?(板 書 をなぞ りな が ら)こ れは

2
ね、いろいろ考 えた末、車 を買い ました。 まあ、ね、お金 ないんだけ

れ ども、 まあいろい ろ便利だ し、 どうしようかな とこうい ろい ろ考 え

た、結 果、車 を買 い ま した。 こ うい う とき使 うん です ね。「考 えた

末 」。

そ れ か らね 、 こ れ は 、 こ こが 、 あ あ、 ち ょっ と ごめ ん さい 。 「タ」 が

35 T 3 抜け ましたね。 ここはあの、 「タ形」が、動詞の場合、「タ形」が きま

すね。 タ形 が きて ます。

今度は名 詞が来る場合 ね。こういいます。(「粘 り強い交渉の末、や っ
と安 くして もらい ました。」板書)こ れ はち ょっ と、知 っておか なけ

れ ば 、 ね。 … は い 、 車 を買 っ た と き に ね 。(「交 渉 」 指 し て)こ れ 、

4 わ か ります 。 「交 渉」 っ て ね 、 あ の う、 い ろ い ろ 、 や り取 りす る こ と

ですね。「粘 り強い交渉 の末 、やっ と安 くしてもらい ま した。」 わか り

ます ね 。 これ ね、 こ うい う と きに使 う。 こ こ名 詞 の 場 合 、 こ う、 「の」

が 付 くね 、 「交 渉 の 末 」。 こ うい う と きに、 「末 」 とい うの 、 使 う。

これ はね 、 「何 々 や っ た 末 、 うま くい きま した」、 ね、 買 っ た、 買 え た

5' の ね 。 「末 」、 うま か っ た ん で す ね 。

うま くいか ない ときもある。 この 「末」 という とき、何て使 う?

36 S2 「あ げ く」。

そ うですね、「あ げ く」。知 って ます ね。 「あげ く」。(「あげ く」板書)

1
ここは、その代わ りに、「買え ませんで した」。(「買 えませ んで した。」

板書)ち ょっ とね、車、 あれ で したね。「あ げ く」 を使 う んです。こ

れ は、 い ろ い ろや っ た け ど う ま くい か な か っ た。

37 T

2

(名詞 の例の板書 を指 しなが ら)こ っちは、 どうな ります かね。「粘 り

強い交渉のあ げ く、安 くして もらえませ んで した」。いろい ろや った

んだ け どだめ だった、 とい う ことですね、だめ だった。 こ うい う と

き、 「末」 と か 「あ げ く」 を使 う んで す ね 。 は い 、 よろ しい で す か 。

3
そ れ で は、 次、 い って み ま し ょうか ね 。

は い 、S2さ ん 、 読 ん で くだ さい ます か。

38 S2 はい。(第2段 落読み)

1 そ うですね。ええ、「翌年 の経済 白書 は」。

2 これは、政府が 出す経済 の実態 を表 した文書ですね。

3 そ こに、「もはや戦後 ではない」 とい われた。

「もはや」 ってね、「今 となっては既 に」 とい う意味なんですね。 これ
4 をね、 どうい うこ とを指す か、 ち ょっとこれ を見て下 さい。

(国民所得 のグラフ配布 して戦前 か ら高度成長期 まで を簡単 に説明)

39 T
5

はい、 こうい う意 味で、「もはや戦後 ではない」 と、 こういったわ け

ですね。いいです か。

6 「と、 宣 言 」。

五
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7
「宣言」 とい うのは、 「宣言 する」 といって、政府 やそんな ところが、

こうだ というこ とです ね。

8 「日本経済 は復興期 か ら高度成長期」、グラフに も出ています ね。

9 「に入 り、商店や工場 は深刻 な」。S4さ ん、「深刻」って知 って ますか?

40 S4 う う ん。 「深 刻 」。 ち ょっ と、 今 、 説 明 で きな い 。.

41 T
1 うん、大変 だとい うね、 ひど く大変な ことね。

2 「人手不足」、 「人手不足」 は。S4さ ん、 わか りますか、「人手不足 」。

42 S4 人が ない?

43 T
1 そうです、人 の手が足 りない。不足 しているね。

2 「に 陥 った 」。Slさ ん 、 「陥 っ た」 って 何 で す か 。

44 S1 ううんと。悪い結果 になること。

45 T

1

そうですね。「陥 った」 ってい うのはね、穴 に落 ち込 んだい うことで

す ね。(穴 に入 る 図 を 描 い て)こ うね、落 ち て入 っ た。 ね、 「陥 っ

た」 って、漢字の 「落 ちる」 と入るで もいいですね。「陥った」 ね。

2 「集 団就職 は全 国に拡大」。

3 「拡 大 」 はい い ね 。 広 が って 大 き くな っ て い くこ と。

4

で、先 ほ どい い ま したけ ど、「金の卵 の若い労働 力 は列 車 に揺 られ、

不安 と希望 を胸 に都会 に向かった」(先 の集 団就職 の写真 を掲 げて)

こういう感 じでね。 こうやってね、不安 、不安。不安 です ね。心配 そ

うな顔 して ますね。 こうい う感 じです。 はい。

5 そ れ じゃ次 、S4さ ん、 読 んで も ら え ます か 。

23:25

ここで実習生が取 り上げた語句 ・表現 とおのおのの指導 の進行 は、以下の通 り

であ る。

語句 ・表現 取 り出 し(No.)学 習の応 答(No.) 実習生が行った説明(No.)

i. 「中卒者」 意味問い(1-2) → Sl(2) → 意味説明(和語化)(3-1)

}意味繝 和語化)(7-1)一写真見せて解説(13-3)

→例(13-2)

→例文提示(35-2)→ 動詞(35-3)・名詞(35-4)

2. 「集団就職」
「集団」 意味問い(3-3) → S2(4) y カタカナ(5-1)

「就職」 意味問い(5-2) → S2(6) y 繰 り返 し(7-i)

3. 「～ ぐるみ」 意味問い(7-2) → S1(10)・S3(12) → 意味説明(言い換え)(13-1)

4. 「人身売買」
「人身売買」意味問い(15-2) 一r S2(16) → 意味説明(和語化)(17-1)

「人身」 用例問い(17-2) → S3(18) y 用例 説明(19-1)

5. 「発案者」
「発案」 意味問い(23) y S4(24)

意味説明(和語化)(25-1)
「案〆発」

→

6. 「振り返る」 意味問い(25-2) y S2(26) → 意味説明(27-1)

7. 「職業安定所」 意味問い(27-2) → S2(28)・S2(30) → 意味説明(31-1)

8. 「～末」
「～末」 意味問い(31-3) → Sl(32)・Sl(34) → 意味説明(35-1)

「～あげく」類義語問い(35-5) → S2(36) H 動詞(37-1)・ 名詞(37-2)

9. 「経済白書」 本文読み上げ(39-1) y 意味説明(39-2)

io. 「もはや」 本文読み上げ(39-3) → 意味 ・文脈的意味(39-4)

ii. 「宣言」 本文読み上げ(39-6) → 意味説明(和語化)(39-7)

12. 「深刻」 意味問い(39-9) y S4(40) → 意味説明(言い換え)(41-1)

13. 「人手不足」 意味問い(41-2) y S3(42) y 意味説明(言い換え)(43-i)

14. 「陥った」 意味問い(43-2) → 51(44) y 意味説明(図示)(45-1)

15. 「拡大」 本文読み上げ(45-2) → 意味説明(和語化)(45-3)
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① で取 り上 げた語 句 ・表現 は計15で これ らにな された説明 は主 に意味の解説

であ るが、その方法 は、おおむね、三つのタイプに分 けられ る。

一つ は語句単位で意味のみ を与える もので、 まず学習者 にその語句 の意味 を問

いか け学習者 の応 答 を得 、そ の応 答 を受 けて説明 を行 うとい う基本 パ ター ンを

持 ってい る。次の表 に見 るように前記8.と10.を 除 くものがそれで、最 も数が

多い。2番 目は、そ う した基本パ ター ンを持 ちなが ら意味のみな らず例文や接続

の形 などまで取 り上 げるタイプで、8.「 ～末」 がそれにあたる。最後 に、語句 の

意味説明 に始 まってそれが発展 し実習生 自らが用意 して きた資料 に触 れて内容 を

深 く解 説す るタイプで、2,「 集 団就 職」の写真 を見せ ての発展 的説 明 ・10.「 も

はや」が それ にあ たる。

最初 のタイプを詳 しくみる と、実習生が用いた説 明の手法 はさ らに次の五 つに

分 ける ことがで きる。A.和 語化(和 語 を補 って漢字語彙 をや さ しくした もの)、

b.言 い換 え(別 のこ とばで言 い直 した もの)、c.解 説(や さ しい ことばで説 明

した もの)、d.視 覚化 働 作 や図で示 した もの)、e。 その他、の五つであ る。

これに沿 って説 明された語句 ・表現 を分類 したのが次である。

実 際 に 行 っ た 説 明

a.和 語 化

1. 「中卒者」 中学を卒業した人

2. 「集団就職」 集団で仕事に就く制度

4. 「人身売買」 お金 を払 って人 を売 り買いす る

5. 「発案」 考 えを初めて発す る

11. 「宣言」 政府やそ んなところが、 こうだ とい うこと

15. 「拡大」 広が って大 き くなってい くこと

b.言 い換 え

2. 「集団」 グ ル ー プ

3. 「～ ぐるみ 」 町全体がそ うい うことをした

12. 「深刻」 ひど く大変 なこと

13. 「人手不足」 人 の手が足 りない

C.解 説
7. 「職業安定所」人を紹介する所/会社の人が何人ほしいっていいに行く所

9. 「経済白書」 政府が出す経済の実態を表した文書

d.視 覚 化
6. 「振 り返る」 動作

14. 「陥 っ た」 図示

e.そ の 他
2. 「就職」 繰 り返 し 「そうですね、 『仕事に就 く』」。

4. 「人身」 用例あげ

七
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以上 を見 る と、ll.「 宣 言」の表 明す るとい う意味合 いが 弱い こと、13.「 人

手」の説明がな されていないこ と、9.「 経済 白書」の 「実体 を表 した文書 」を も

う少 しや さしくいったほ うがわか りやす かったであろ うことな どを指摘 すべ きか

もしれないが、全体 としてはこれ らの手法 を適宜使ってほぼ妥当 な説明を与 えて

い ることがわかる。

た と え ば5.「 発 案」の 説 明 で は、S4の 「『発 案』……。そ の、初 め て、そ の

……。」(No24)を 受 け て 「そ うで す。 『案』っ て ア イ デ ィア で す ね。考 え を、

『発』ですか ら、発 しますか ら、考 えを初めて発 した人です ね。この人が発案 した、

考 えた。」(No.25-1)と 返 してい るが、S4の 発話の 「初めて」を取 り上げそれを生

かす形で 「考 えを 『発』だか ら、考 えを初めて発 した人」と した のは学 習者 の発話

を積極的 に受け入れた和語化 説明で、きわめて妥当 なもの とい って よかろ う。

また、2番 目の例文や接続 の形 な どまで取 り上 げるタイプでは、8.「 ～末」の

意味 として 「いろい ろ した後で、 とうとう最後 に」(No.35-1)を まず与 え、次

い でその例 文(No.35-2)、 さ らに 「末」に動詞 と名詞 が接 続す る ときの形(No.

35-3/35-4)を 押 さえている。 さらに、悪い結果 をい うときには 「あげ く」 を使

うこととその例文(No.37-1)、 「あげ く」の名詞接続の形 の確認(No.37-2)を

してい る。 この レベルで 「末」が よい結果 ・「あ げ く」が悪 い結果 と単純 に二分

化 して教 えるのが よいか ・長い議論や検討 を経 た結果 として は 「車 を買 う/買 わ

ない」 よ りもっと適切 な例が あるのではないか ・「粘 り強い交渉」がやや難解 で

あ る といった問題 点 を指摘 せね ばな らないが、 これ もまた、例 をあげなが ら意

味 ・接続 ・類 義語 に言及 している という点で、おおむね妥当な構成 を持った説 明

といって よい もの と思 われる。

さ らに、最後 の資 料 を用 い て内容 を解説 す る タイ プの2.「 集 団就 職」・10.

「もはや」であるが、 それぞれ実際になされた説明は以下の通 りである。

2.「 集 団 就職 」 の説 明(No.13-3の カ ッ コ内):

「これ 、 写 真 で す け どね 。 こ れ、 み な、 そ う で す ね 。 こ う い う、 そ の 、 中

学 生 が か ば ん持 っ て、 ね 、 こ う や っ てみ ん な ず っ と歩 い て 駅 まで行 きます ね。

これ 、 駅 で す 。 汽 車 に乗 る と きテ ー プ持 っ て、 わ あ、 さ よな ら って い っ て、

も う、 集 団 就 職 。 ま、 田舎 か ら都 会 へ 来 ます か ら、 もう お 別 れ な んで す ね、
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家 の 人 と。 で 、 これ 、 や っ ぱ り、 テ ー プ持 っ て、 さ よ な ら って 振 って る わ け

で す 。 そ の と きは ね 、 ま だ、 汽 車 の 窓 は 開い た んで す 。 しか もね 、 これ 、 蒸

気 機 関 車 。 蒸気 機 関 車 っ て わ か ります?煙 、 ス チ ー ム 。 蒸気 機 関車 の時 代

で す よ。 これ って 、 皆 さん、50年 前 です よ。

で 、 これ が ち ょ う ど、東 京 だ っ た ら東 京 の 町 に着 い た ら、 こち ら側 が 、 そ

の 、 商 店 の 社 長 さん 。迎 え に 来 て る んで す 。 こ ち ら側 が 、 み ん な 、 た くさ ん、

来 て る。 「よ ろ し く」 っ て 。 で 、 こ う、 会 社 へ 行 き ます と、 社 長 さん が 、 よ

く来 ま し た ね っ て あ い さつ す る 。 で 、 こ こ に は ち ょ っ と、 こ う、 食 べ 物 と

ジ ュー ス で ね 。 歓 迎 会 して くだ さ っ た ん です ね。

で 、 こ うい う人 た ちを 、 そ の 、 「金 の卵 」、 い われ て い た 。 非 常 に大 切 なね 、

貴 重 な 人 材 。 だ か ら、社 長 さ んが どう ぞ よ ろ し くって 、礼 して い ら っ しゃ る。

威 張 って な い で し ょ。 これ か ら、一 生 懸 命 働 い て下 さい って 、 こ うい う こ と

をい って ら っ し ゃる 。」

10.「 もはや」の説明(No.39-4の カッコ内):

「これ をね、これの上 のね、 グラフを見 て下 さい。(グ ラフなぞ りなが ら)

この グラフの上の方 にね、ここにグラフ、あ ります ね。ず っと見 て下 さいね。

こっちか らこ こまではね、戦前、太平洋 戦争 の前 なんです ね。前 の経済 の

デー タ。 これ、国民一人当た りの所得 、ね。 国民一人当た り、 ま、稼 ぐ値段

ね。 これ だけ だっ たん です、ず う と。で、 ここで切 れて ます ね。 これ は、

ち ょっと、統計局の書 き方が、ここデータ、二つ書いてあ ります け ど、違 う

んで切れて ます けど。 こっちか ら後 ろが戦争 の後 なんですね。

ここ見てい ただ くと、わか りますね。1955年 とい うの は1950と1960の

真 ん中ですね。真 ん 中をまっす ぐ、 ち ょっ とこっち見てい ただ くと、 ここ、

空 けといた んですけ ど、 ここにこ う線 が入 っていますね。 これ と横 とを見 て

い ただ くとね、同 じ数字にな りま したね。 とい うことは、戦争が終 わって大

変 だったけど、 ここで、ほぼ大体 もとに戻 った と。 だか ら、 もう戦後で はな

い んだと。 これか らは拡大 だ と、頑 張れ と、まあ、 こうい うんです ね。実際、

これ、頑張 ったんですね。高度成 長期 。グラフのデータの数、 ものす ごいで

すか ら。 これ、 ちょっと、小 さくなってますけ ど、実際、 ここもね、 グラフ

九
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の取 り方では大 きくな りますね。」

2.「 集団就職」の説明で は3枚 の写真 を用意 し、故郷 を出る中卒の少年少女 ・

東京 の駅 で出迎 える商店側 の人 間 ・商店 で歓迎 している従 業員 の様子 を説 明 し、

最後 に 「金 の卵」 を出 してい る。No.14にS1の 「何 とな く、文化大革命 の写真

みたい。」 との発言が あるが、現在、学習者が 日常 目に し耳 にす る 日本 とはまっ

た く別の光景が これ らの写真 とその解 説によって明 らか にされ てい る。 この授 業

にお ける 「集団就職」の説明 としては十分 とい って よか ろう。

また、10.「 もはや」 の説 明であ るが、 これ は集 団就職 と違 ってこ とばその も

のの説明 としてな された ものである。 したが って、 まず 「『もはや』 ってね、「今

となっては既 に」 とい う意 味なんです ね。」(No.39-4)と 大 まか にいってお き、

さ らに 「これ をね、 ど うい うこ とを指 すか、ち ょっと これ を見 て下 さい。」 と

いって国民所得のグ ラフを参照 している。そこで敗戦直後 に落 ち込 んだ国民所得

が1955年 に戦前 の レベル に戻 った ことを明 らか にした上で 、「こ うい う意味で、

『もはや戦後で はない』 と、こ うい った わけです ね。」(No.39-5)と しめ くくっ

てい る。す な わち、No.39-4が 語句 の意 味、No.39-5が その 文脈 上 の意味 と

なってい る。 これ も、 グラフを用いた十分 な説 明で あろう。

3.指 導後半部分の講義調化 した指導の分析

3-1.学 習者への問いか けの欠如

こう して見 る と、No.1～45の ① 集団就職の説明 はではおのお の実 習生 な りの

工夫が見 られ、その結果、小 さな課題はい くつ か指摘すべ きか もしれないがおお

むね妥 当な意味の説明が なされている といえる。 ところが それが、④ 「息子の意

志表 明」、⑤ 「今 日の働 く意味 の問いかけ」の部分か ら講義調 に変化す る。

開始後42分 か ら約10分 間の指導 を取 り出 してみ ると、 この間に取 り上 げられ

た語句 ・表現 は以下の八つで、その説明は、前半 の指導で指摘 した最初 のタイプ、

語句単位で意味のみ を与 える性格の ものである。

このタイプの説明で は、 まず学習者にその語句 の意味 を問いかけ、そ の応答 を

受けて説明 を行 うとい う基本パ ター ンを持 っていると した。 ところが、 ここで は、

八 つの うち問いか けた もの 「○」3、 問いか けていない もの 「×」5で あ る。す
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語句 ・表現 問いかけ 実習生が行った説明

④

16. 「後 を継 ぐ」 0 言い換え 「後」 を 「仕事」 に言い換 え

17. 「混ぜ返す」 X 解説 「冗談 をいって話 を混乱 させ る」

18. 「ほうける」 X 言い換え 「夢 中になる」

19. 「意識」 X 言い換え 「意欲 」」 「考 え」

20. 「芽生 える」 X 解説 「考 えが出て くる」

21. 「修業す る」 0 解説 「店員 として働 く」 お寺 の修行

22. 「店 を構 える」 X 視覚化 中腰で手を構え足を踏ん張るジェスチャー

0 23. 「価値観」 0 解説 「価値 」=値 、「観」=考 え方

なわち、この基本パ ターンを踏襲 してお らず、実習生が説 明の主導権 を握ってい

る。5.「 発案」 の説 明にあった ような、学習者の発話 を積極 的に受 け入 れそれを

もとに意味の説明を組 み立ててい こうとい う姿勢 は希薄で、結 果的に一方的 な説

明にな ってい る。事実、後述す るように、16.「 後 を継 ぐ」で は、S1の 「仕事 を、

続け る。」 とい う発話 を取 り上げて いない。21.「 修 業す る」で は、S2が 言 い よ

どんで しまい応 答が得 られていない。23.「 価値 観」では、 この中で唯 一学習者

の発 話 を取 り上げてい るが、説 明が十分 な問答 を形作 ってい ない。

3-2.個 々の語句 ・表現の説 明の分析

次 におのおのの説明の手法 を分析 してお く。

16.「 後 を継 ぐ」 の 説 明 42:48

1 T S1さ ん、「後 を継 ぐ」 とい うの はわか ります?

2 S1 う ん、 は い。 仕 事 を、 … 。

3 T そ う そ う。

4 Sl 仕事 を、続 ける。

5 T
そ うそうそう。お父 さんの仕事 を継 ぐの を、「後 を継 ぐ」 とい うのね。

はい。

まず16.「 後 を継 ぐ」で明確 にすべ きは 「継 ぐ」の意味 と 「後」 とは何 の後か

を確 認 した上での 「後 を継 ぐ」の意味だ と思 われ るが、S1の 「仕事 を、続 け る」

(No.4)は 厳 密 にい えば 「後」の部 分が 不 明確 でそ のた め に実 習生 はNo.5で

「お父 さんの仕事 を」 と補った もの と考 えられ る。 けれ ど も、S1が 考 えた 「続け
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る」 は取 り上 げず 「お 父 さん の仕事 を継 ぐ」 として、結局、「継 ぐ」 は説明 され

てい ない。本 来な らば、「お父 さんの仕事 を続け る」 とすべ きであ ったろ う。

17.「混 ぜ返す」 の説明 43:25

1 T

1

2

3

4

「混ぜ 返そ うと して涙が」。「混ぜ返す」 とい うのは、 どうい ういうこ

とかわ ります?

これ はね、 あの う、冗談 をい ってね話 を混乱 させ る ことをい うんで

す。混ぜ 返す、混ぜ てひっ く り返す んです ね。「混ぜ る」、そ の通 り、

混ぜ 返す。 その話 を混ぜ て返 す ってい うこ とは、 ま、そ のなんです

ね、混乱 させ て しまうんですね。

息子 さんはね、息子 はですね、その う、パ ン屋 になるっていってるの

にね、お父 さんはです ね、その う会社員 がサ ラリーマ ンのほうがいい

ん じゃない ですか ってい ってるわ け、せ っか く息 子がい って るの に

ね、 こう、 ひっ くり:返してますね。 これを、「混ぜ 返す」。わか ります

か。 ね。そ ういい ますね。

けれ ども、そ うい っとい て、涙で声 が詰 まったんです よ。「涙」、わか

るね。「声が詰 まる」 とい うのは、声 が出な くね、 その とき、涙が ね。

い ってお きなが ら涙で声が、矛盾 して ます け どね。 はい。

17.「混ぜ返す」 は、高校 時代 ろ くに勉 強 もしなかった息子 に同 じパ ン屋 をや

りたい と告 げられ、 うれ し涙 に詰 ま りなが らも父 は 「休み のある会社員の ほうが

いいん じゃないのか。」 とや り返 す、 とい う文脈 で使われ ている。 この記 事の 中

の最 も感動 的な一節 で あ る。そ こで実習生 は、「混 ぜ返 す」の意 味 を 「冗 談 を

いって話 を混乱 させる こと」(No.1-2)と 解説 している。

けれ ども、この解説 は辞書的 な説 明 としては誤 りで はなか ろ うが、学習 者に は

文脈上 かな り難 しい もの ではないか。No.1-3の 「サ ラ リーマ ンの ほうが いいん

じゃないです か」とした父の発言 は冗談 とは取 りに くい。息子 に対す る将 来設計

の ア ドバ イス と取 るほ うが学習者 の理解 としては 自然で ある。しか も、そ うい っ

た父親がその後で涙 を流 してい る(No.1-4)。 ここでの 「混ぜ返す」は、息子の真

摯 な意思表明にま ともに取 り合 わなかったことをい うもの と取 るのが 自然 である。

さらに、実 習生 の 「混ぜ て ひっ くり返す」「混ぜ てひ っ くり返す=混 乱 させ

る」(No.1-2)と い う説明 は説 明 に なって いな い。文 脈上 、何 を混 ぜ るの か、

「ひ っ くり」が何で、何 を どうす るのが 「ひっ くり返す」 なのか を理解す る手 が

か りを学 習者 は得 てい ない。 それゆえ、うれ しさ ・意外 さ ・経験 者ゆえの厳 しさ

の述懐 ・戸惑 い ・逡巡 ・期待 ……、 それらがない まぜ になった父親の気持 ち とそ
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れ を表す この 「混ぜ 返す」 の意味 を、学習者 は十分 に理解で きていない もの と考

え ざるを得 ない。

18.「 ほ う け る」 の 説 明 44二20

1 T

1

2

「高校 時代 には家に も帰 らず遊 びほ うけた」。「ほ うける」とい うの は、

わか ります?

これはね、「夢 中に なる」 とかね。「遊 びほ うける」、 ま、 こん なふ う

に しか使い ませ んね。「遊びに夢 中になった」 と、 ね。

19.「 意 識 」 の説 明 44:32

1T「 意識 」。 「意識」いうのは、意欲 とかね、考 え とかね。

次 に、18.「 ほ うける」・19.「意識」の説明 はぞん ざいで突 き放 した感がある。

「混ぜ 返す」の文脈上 の意味を把 握 しておれ ば、働 くことの意味 ・意義 な どとは

まった く無縁 の生活 を送 ってい た息子が、金 を稼 ぐとい うこと ・自分 のたつ きを

自分 で整える とい うこと ・人 と出会い子 を持 ち家庭 を営む とい うこと ・もの を作

る とい うこと ・その ものが他人 と関わ りを持つ とい うこことなどに思い をいたす

ようになるとい う流れの中でこの2語 が使 われているのがわか る。それ を考 えれ

ば、「ほうける」 は 「夢 中になる」 と同 じ意味合 いを持つ こと、補助動 詞 して は

「遊 びほ うける」以外 に使 わ ない こ と(No.1-2)、 「意識」 は 「意欲/考 え」 と同

じとい った説 明(No.1)が 不十分 なの は明 らかであ る。

20.「 芽 生 え る」 の説 明
..

1 T

1

2

「芽 ば え る」。 「芽 」。 木 の 「メ 」 の 「メ 」 は 、 こ れ を書 き ま す 。 木 の

「芽 」 の 「芽 」 ね 。

だ か ら、 「芽 ば え る」って の は 、 木 か ら芽 が 出 る の とい っ し ょに 、考 え

が 、 こう、 出 て くる こ とで す ね 。

続 く20.「 芽 ばえる」では、「木 の 『メ』 の 『メ』 は、 これ を書 く」(No.1-1)

とあ るが、 これ も明 らかに学 習者 が知 って いる とい う前提 に立 った ものであ る。

「芽」その ものは旧 「日本語能力検 定試験」の基準3)で は2級 レベ ルの語彙 とさ

れてい る。実習生が そのことを心得 てい た とは思 えないが、この場合 、た とえ2

級語彙であ った としも学習者 の 日常 にはな じみが薄 く説明のための語彙 と して適

一
三
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切であ ったか疑問である。少な くとも前後 の流れか ら して突飛であ り、た とえば、

枝 な り土 なりの絵 とそ こか ら出た芽の絵2枚 を描 き、 これ を何 とい う→ 「芽」 と

い う→芽が出て くるのが 「芽ばえる」→ だか ら、「芽 ばえる」 はここでは 「考えが

生 まれ る」 こと、 といった説明のほ うが学習者の理解 に沿 ってい るとい える。

21.「 修 業 す る」 の説 明 46;50

1 T
「有 名店 で修業 し」。「修 業」、「修 業」 って わか ります か?S2さ ん、

「修業」 って何 ですか?

2 S2 「修 業 」 は …。

3 T

1
修業 ってい うのはね、 その店、行 ってね、その店員 さん として働 くん

です。 いろんなこ と、教 えて もらえるわけね。

2
お坊 さん も、お寺 でシュギ ョウす るとかいい ますね。あ あい うシュ

ギ ョウ。 「行 を修 める、修め る」 といい ますね。いいですか。

さらに、「修 業す る」の意味 として 「その店 に行 って店員 として働 く。い ろい

ろなこ とを教 えて もらう」(No.3-1)と しているが 、ここでの 「修業」 は、そ う

したアルバ イ トの ように も取れ る軽い意味ではな く、 トレーニ ングや訓練 の意味、

さ らにいえば徒弟的 な意味合い を持 って使われている。 そ うした訓練 を受 ける真

摯 さ ・訓練 の厳 しさが この説明か らは伝 わ らない。 また、お寺の 「行 を修め る」

(No.3-2)は ここで は何 ら必 要で ない ばか りで な く、「修行 」であ って 「修 業」

で はない。 しか も、既知の もの として取 り上げている。

22.「 店 を構え る」の説明 47:20

1 T
1

2

「構 え る」。 「構 え る 」 とい うの は、(体 で構 え て 見 せ て)、 こ う、 ぐ っ

と構 え る こ とで す ね 。

ま、 「店 を出 した 」 とい うこ とです ね。

四

また、「店 を構 える」で は相撲 の力 士の ように足 を踏ん張 るジェスチ ャーを し

て見せ ている(No.1-1)が 、そ こか ら 「店 を出 した」(No.1-2)へ 行 くにはや は

り飛躍が あ る。これ は、「構 え る」とい うのは 「建 て る」の意味 とす るか、あ るい

は 「構 え る/建 てる」の違 いの説明 を回避す るな ら 「店 を構 え る」で一つ のかたま

りで、意味は 「店 を開 く/店を持 つ」、と した ほうが明解 だ った ろうと思われる。



日本語教育実習事例研究

23.「 価値観」 の説明50:30

1 T
「ニー トの増加 など働 く価 値観」、「価値観」 ってわか ります か?S3

さん、「価値」 って わか ります?

2 S3 「価値観 」 とい うのは…。お金 の考 え方。

3 T

1
そ うそ う、「価値」 というのは、い ろんなの ものの値 とかいい ますね、

これは価値 がある とか価値が ないとかい ますね。

2

そ の「観」 とい うのは考 え方 なのね、だか ら、価値 観 とか人 生観 とか

いい ます ね。人生 の考え方 は人生観 。お金の考 え方 は価値 観 とか ね。

ま、お金だ けじゃないですけ ど。 ものの見方 もあ ります けどね。

最後 に 「価値観」であ るが、 これは 「集団就 職か ら半世紀経 って働 く価値観が

す っか り変 わった」、 とい う文脈 の中で使われ ている ものであ る。実習生 は 「価

値」 と 「観」 を分 け、「価 値」 は 「い ろ い ろ の もの の 値」(No.3-1)、 「観 」は

「考 え方」(No.3-2)と 説 明 しようと意 図 してい る。確 か に ものご と一つ一 つに

下 した評価 の総体 が 「価値観」で あ り、 この意図 自体 は妥当である。

けれ ども、 この問答 を子細 に見 てみ ると、実習生 は、 まず 「価 値観」の意味 を

問 うた のにす ぐにそれ を 「価値 」の意味の質問 に言い換 えている(No.1)。 それ

に対 してS3は 、当初実習生 の最初 の質問通 り 「価値観」で答 えよ うとした もの

の、実習生 の言い換 えに沿って 「価値 」の意味 として 「お金 の考 え方」 を出 した

もの と考 え られ る(No.2)。 教材 中の 「価値観 」は労働観 ・労働 意識の ことであ

り、金銭が その一部 をなす として もここでの価 値観 は、即 、金銭感 ・金銭 感覚 で

はない。 したが ってS3の 「お金の考 え方」 は誤 りであるが、それ を導い たのは

実習生 の 「価値 」の意味 の質問であ った とい える。

けれ ども、続 く 「そ うそう、」以下の 「価値 とはい ろいろの ものの値 」「価値が

あ るとか価値 が ない とかい う」(No.3-1)と い う発話 は、そのS3の 「お金」 に

引 きず られた実習生の説明である。すなわ ち、No.3-1は お金(=値 打 ち)に 大

き く傾 いた説明 とい える。それ を認 め修正 したのが、「お金の考 え方 は価 値観 と

かね。 ま、お金 だけ じゃないです け ど。 ものの見方 もあ ります け どね。」(No。3-

2)で ある。後 の2文 の主語 と考 え られるのは明 らか に価値観 であ り、価値観 の

意味 と して実習生が述べたかったのは 「ものの見方」であった と思 われる。

したが って、 「価値」 は 「い ろいろの ものの値」・「観」 は 「考 え方」 とい う説

明の意 図は妥 当だ として、 たとえば、「働 く価値観」とい うのは働 くときのいろい

ろな もの の見方(=「 観 」)→仕事 のお もしろさ とお金 とどち らが大切 か、仕 事 と

五
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個 人の生活 とどちらを優先 させ るか、企 業の社会 に対す る貢献 とは何か ……、そ

うした ことをどう考 えるか(=「 価値」)→そんないろい ろな考 え方 をまとめて 自

分 は働 くということをどう見てい るか、それが「価値観」、 な どといった段階 を踏

んだ説 明をすれば よか ったのではないか と思 われる。

こう して見てみ ると、④ 「息子の意志表明」⑤ 「今 日の働 く意味」の部分 にお

ける説明の方法 ・質は① 「集団就職」 の説明 と大 き く異 なる。学習者 に問いかけ

て理解 につ ながる ような もの を引 き出そうとす る姿勢が希薄であ り、取 り上げた

語句の説明で用 いた手 法が粗雑 であま り練 られてい ない。

その結果、外 国人 に対 する 日本語授業 とい うよ りも、た とえてい うな らば 日本

人児童 生徒 を対象 に した国語科 の授業の ような様相 を呈 している といえる。

4.指 導が粗雑化 していく理由と今後の課題

4-1.学 習者の 日本語能 力の過大評価

こう した講義調の授業 になる理由 として考え られるのは、第一 に普段 あま り外

国人 に接 したことの ない実習生が実際の学 習者 とや り取 りしてみてその 日本語能

力 を高 く評価 しす ぎる こと、第二に、その結 果、 こ とばの細 かな説明の必要性 を

過小評価 して しまうことだ と考え られる。

・これ らは裏腹 の関係 にあ るが
、① を見 ると、た とえばNo.6/26/30/36/44な ど

に、確 か に学 習者 の発想 の鋭 さ ・日本語 の用 法の巧 み さが うかがわれ る。No .6

は、実習生に 「就職」 の意味を聞かれ 「簡単 にい えば仕事 に就 く」 と返 した もの

であるが 、「簡単 にいえば」 のことわ り表現、「仕事に就 く」 とい う慣用句 を用 い

て答 えている。No.26は 、 「振 り返 る」を問われ て 「前 のこ とを、思い 出す」 と

言 い換 えた ものだが、 過不足 のない的確 な答 えであ る。 さらに、No .30は 「職業

安定所」 とは何 を指す かと問 われて即座 に 「職 業 を紹介 する場所」 と述べ た もの

であるが、 これ も同様 に他 に言 いようがない応答であ る。 また、No .36は 、実習

生が 「Vた 末 に、～」 の意味 を説明す る際 し 「い ろいろ した後で、 うま くい っ

た(=よ い結果 になった)」 とした上 で、 じゃ、 うま くいかなかった場合に は他

の どの ような表現 を使 うか と問 うたのに対 し、 同 じく即座 に 「あげ く」 と一言発

した もので あるが、実 習生 の求 めた通 りの答 えだ った4)と 思わ れ る。最後 に、

No.44は 「陥った」 とは何か と問われ 「悪 い結果 になるこ と」 と返 した もので、
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文脈上ほぼ妥当 とい って よかろう。

ここで取 り上 げた実習 は精読の授業 であ り、そこでは もともと逐語 的 な解釈 に

傾 きやす い。文字化 した①④⑤で は 「～、わか りますか/知 っていますか」で指導

す る語 句 ・表現 を取 り出 してい るのが 頻繁 に観察 される5)が、それ はこ うした授

業 の性格 に も起 因す るもの と考 え られ る。す なわ ち、実習生 は内容理 解 と語句 の

意味 ・用 法 を指導 の中心課題 と して据 え、後者 に関 して は教材全体 をそ の対象 と

して一つ一つ精査 しその指導法 を丹念 に練 った上で実習に臨んだ もの と思われる。

ところが、以上の ような学習者 の的 を射た素早い応答 に じかに接 して しま うと、

その高い 日本語 能力に驚 き素直に感心 して しま う。さらに、こ とば を逐語 的 に取

り上 げおのおの調べ て きた情報 を細大漏 らさず与 える指導法に揺 らぎを感 じる。

けれ ども、 ここで まず重要 なの は日本語能力 を理解力 と運用力 とに分け ること

であ って、理解力 に比 して運用力 は劣 るこ と、運用力 を支 えるのはやは り語句 ・

表現 に関す る知識であるこ とを指導 の基本 に置 くべ きで あろうと思われ る。す な

わち、実習生が高 く評価 するのは主 に学習者 の 日本語理解力であ って、鋭い辞書

の記述 的な発話 を したか らといってそれが直接 的に運用能力の高 さを保障す る も

ので はない。 たとえば、No.44で 「陥った」 の意味 を問 われて 「悪い結果 になる

こと」 と返 したのをほぼ妥 当 としたが、Slが 、「陥る」は基本的 には状態性 の語

句 しか とらない。教材 中の 「人材 不足」 は 「状態」で ある。 したが って、 「陥る

=悪 い結果 にな ること」 とい う理解 の ままで は 「失敗/不 合格/敗 北 …… に陥っ

た」 な どと用 いて しまう可能性 は否定で きない。

さ らに もう一つの問題点 は、揺 らぎを感 じた結果、指導方法 の修正 を、逐語的

に取 り上 げはす る ものの意味 と用法の説明 は情報 を減 らしポイ ン トだけにす る、

同義語や関連する語句 にその場で思い を巡 ら し言及す る、テ ィーチ ャー ・トー ク

(以下、 「TT」)に 気 を使 わない、の三方 向 に持 って しま う点で ある。特 に1点

目は説 明の粗 雑化 ・遺漏 を誘発 しがちで、16.「 後 を継 ぐ」の 「継 ぐ」の説 明欠

落(No.5)、17.「 混ぜ返 す」の字義通 りの解説(No.1-2)、21.「 修 業」の説明

不足(No.3-1)、22.「 店 を構 え る」の ジェスチ ャー(No.1-1)、23.「 価 値観」

の錯綜 した説明(No.3-1/3-2)は 、 こうした姿勢 を反映 してい る もの と考 えら

れる。 さらに、18.「 ほうける」/19.「意識」の他 の語の持 ち出 し(No.1-2/No:

1-1)、21.「 修 業」の 「修 行」へ の言 及(No.3-2)、20.「 芽 ばえ る」の 「木 の

一
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芽」への言及(No.1-2)は 、2点 目の姿勢が指導上 に表 れた もの といえ よう。3

点 目のTTに 関す る留意軽減 に関 しては、 「継 ぐ」(16.「 後 を継 ぐ」No.5)、 「混

ぜ てひ っ くり返す/矛 盾」(17.「 混ぜ返 す」No.1-2/1-4)、 「修行/行 を修 める」

(21.「 修業 」No.3-2)、 「芽」(20.「 芽 ば え る」No.1-1)、 「値」(23.「 価 値 観」

No.3-1)が 未 知語の可 能性 があ る6)か、あ るいは、文脈 上、説 明の語彙 と して

は不適切 ではないか と思 われ る。 さらに、TTに あま り留意 しな くなった結 果、

全体 として学 習者へ の問いかけがな くな り一方的 な講義調 に変化 している。

冒頭で述べ た通 り、 こ うした姿勢 の変化 は既習の範囲が明確 で把握 しやすい初

級段 階では起 こ りに くく、新 聞記事 など生の教 材 を使 った上級段階において特徴

的であ る。上記 の実習の場合、半分 をやや過 ぎた時点(全 所要 時間75分 中の40

分 を経過 したあた り)か ら顕在化 してい る。逆に、① で明 らかに した ように、少

な くとも1/3の 時点(同 、23分 あた り)ま で は観 察 されて い ない。す なわ ち、

それまでは精読の授業が成 り立 ってい るが、その广 方で、次第に実習生 が学習者

の 日本語能力の高 さに感心 しのみ ならず圧倒 されていった もの と思 われる。

ちなみ に、詳細 な分析 を加 えるには至 っていない ものの、上級 あるいは中級段

階で、指導の途申か らで はな く冒頭か らすでに粗雑化 しそれが終 了に至 るまで そ

のまま継続 してい る実習 を しば しば見かけた。こう した実習 では本事例 と同様 に

意味 と用法 の説明 の不十分 さ ・思い付 きの言及 ・TTへ の気 遣い欠如の3点 が顕

著 に見 られたが、逐語的 に語句 ・表現を取 り上 げようと しない点 でさ らに特徴的

であ った。 この ような指導 を行 う実習生 は、初級段階の実習や見学 などを通 して

その実習に臨むまでにすでに学習者の 日本語能力過大評価 ・語句の説明の必要性

への揺 らぎが形成 され固定化 されていた ものと考 えられ る。

人

4-2.今 後の課題

以上に鑑 みて、今後 、実 習指導教 師側 に求め られ る課題 は、次の ような能力 を

育成する観点 か らの養成 プログラムの検討であ る。

この段 階で精読 的な指導 をす る実習生 に求め られるのは、 まず、初 中級 の指導

項 目を理解把 握 した上 で、教材 の中の指導すべ き語句 ・表現 を取捨 選択す る技

術 ・能力で ある。 これ は適切 なTTを 設 けるための技術 ・能力で もある。

次に、指導すべ きと した語句 ・表現の意味及び丸 山(2012)の い う接続 ・構文
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の情報7)を 分析す る技術 ・能力であ る。 これ は、ことさ ら粗雑化 してい く説明 に

おける課題 とい うわけではな くご く一般 的な授業準備 の範躊 に入 るものであるが、

思いつ き的 に同義語や関連語句 に言及 しないために重要で ある。

さら に、個々の学習 者の 日本語 能力 を、理解 力 と運用 力 に分 けて把 握す る技

術 ・能力 である。単 にその語句 ・表現 の意味 を聞いてその正誤 を判 断するだけで

はな く、状況 を与 えい くつか例文 を作 らせてみて 自らの分析 の結果 に照 らし、適

不適 を評価 ・説 明す る技術であ る。

こう した技術 ・能力 を育成す るプログラムの開発面 ・運営面 か らの検討 と同時

に、精 読以外の指導法の取 り入 れなどを通 し、 ともすれば 日本 語の構 造的知識偏

重の傾 向 を生 んで しまう実習指導 のあ り方 の検討 も必要であ ろうと思 われる。

注

1)「 働 くとい うこと2005第3部 何 の ために6最 終 回」(『日本経 済新 聞』2005年

7月9日)

2)以 下、文字化 した事例 で 「No」 とあるの は発話番号 で、原則 として1発 話e1タ ー

ンとしたが、内容 的に複数 の発話 を一つ の発話 にま とめる、 あるい は一 つの発話 を複

数の発話 に細分化 した部分が ある。「T/S」 とあ るのは発話者 で、T:実 習生 ・S:学

習者であ る。 「S1、S2、S3・…・・」 とあるのは異 なる個 々の学 習者 を示す。 図右 上下に

あ る数字は、実習開始 時からの経過時間で ある。

なお、エス ノメソ ドロジー関連の領域 では音声や動作 の文字化の規則 が確立 されてい

るが本論で は実習生の活動の把握の しやす さに重点 を置 き、なるべ く平明 な形で書 き

表 した。

3)2010年 よ り実施 されてい る新 日本語能力試験 で は個 々の語句 が何 級で 出題 され るか

そρ基準が 明 らか にされていない。そ こで、旧 日本語 能力試験 の基準 を採用 した。

4)ち なみに、学習者 ・教師双方 を対象 にした参考書 『どんな時 どう使 う日本語表現 文型

辞 典』 『日本語文法辞典(上 級編)』 にも、 「『とうとう残念 な結果 になった』 と言いた

い ときに使 う」、「ageyurepresentssomethingtroubling」 とある。

5)① 「集団就職の説明」部分

No.3-2「 集団就職」 ってわか ります?

No.3-3「 集団」、わか ります?

No.7-2「 ぐるみ」 ってわか りますか?

No.15-2「 人身売買」 ってわか りますか?

No.19-2「 発案者」 ってわか ります?

九



日本語教育実習事例研究

No.25-2「 振 り返 る」ってわか ります?

No.27-2「 職業安定所」 わか ります か?

No.31-3「 末」 というのは どういう意味かわか ります?

No.39-9「 深刻」 って知 ってます か?

No.41-2わ か りますか、「人手不足」。

No.43-2「 陥った」 って何ですか。

④ 「高校 時代遊 びほうけていた息子 の、家業 を継 ぐ意志の表明」部分

No.16-1「 後 を継 ぐ」 とい うのはわか ります?

No.18-1「 ほ うける」というのは、わか ります?

No.21-1「 修業」 ってわか りますか?

⑤ 「集団就職時代 とは価値観が変わ って しまった今 日の働 く意味 の問いかけ」部分

No.23-1「 価値観」 ってわか りますか?

6)旧 「日本 語能 力試験 」の 出題基 準 に よれ ば、 「継 ぐ」「修 行」「値 」-1級 、「混ぜ る」

「ひっ くり返す」「矛盾 」「芽」-2級 、「行」「修める」一非掲載、であ る。

7)「 こ こでい う 『接続の 説明/構 文の説明』 とは具体的に は以下 の ことを指す。例 えば、

助力や恩恵が あって好 ま しい結果にな った ことを表す 『お かげで』 とい う表現 には、

動詞 ・イ形容詞の普通形 、ナ形容 詞の語幹及び名詞+「 の」 とい う形がかかる。 この

ことを述べ るこ とを 『接続 の説明』 とい う。一方、『構文 の説明』 とは、『おか げで』

の前後に来 る表現が どの ような意味合 いを持 っているカきについ て述べる ことをい う。

皮 肉 などを除いた ご く一般 的 な用 い方で は、 『お かげで』の後 に は 『好 ま しい結果』

が来る。そ してその前 には、好 ましい結果 を生 じさせた 『原因 ・理 由=助 力 となっ

た もの ・恩恵 を与 えて くれた もの』 が来る。 この、両者 につい て述 べることを 『構文

の説明』 とい う。」丸 山(2012)
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